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共に‼ 

校長 黒田 宏一 
 

 吹奏
すいそう

楽部
が く ぶ

の部員
ぶ い ん

によるファンファーレに続
つづ

き、「ただ今
いま

より、国立
くにたち

市立
し り つ

国立
くにたち

第二
だ い に

中学校
ちゅうがっこう

令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

第
だい

６３回
かい

運動会
うんどうかい

を開会
かいかい

いたします。」との司会
し か い

の元気
げ ん き

のよい声
こえ

とともに、本年度
ほんねんど

の運動会
うんどうかい

は始
はじ

まりまし

た。国立
くにたち

市長
しちょう

・濱
はま

﨑
さき

真也
し ん や

様
さま

を始
はじ

めとする御来賓
ごらいひん

の皆様
みなさま

、保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

、地域
ち い き

の皆様
みなさま

には早
はや

くから、

応援
おうえん

・励
はげ

ましをいただきましたこと、心
こころ

より御礼
おんれい

申
もう

し上
あ

げます。 
 

毎年
まいとし

運動会
うんどうかい

を参観
さんかん

していて本校
ほんこう

の生徒
せ い と

の常
つね

にひたむきな姿
すがた

に感動
かんどう

します。

それがよく表
あらわ

れているのは、どの競技
きょうぎ

を見
み

てもたとえ順位
じゅんい

が分
わ

かっていても

力
ちから

を抜
ぬ

かず諦
あきら

めず最後
さ い ご

まで走
はし

る、跳
と

ぶ、やり切
き

る姿
すがた

であり、競技
きょうぎ

のみなら

ず係
かかり

の仕事
し ご と

も含
ふく

めその姿
すがた

から私
わたし

たち大人
お と な

のほうが彼
かれ

らからたくさんのこと

を学
まな

ぶことができます。 
 

生徒
せ い と

の皆
みな

さんのそんな素晴
す ば

らしい活動
かつどう

の中
なか

から、２つのエピソードを紹介
しょうかい

します。まずは、運動会
うんどうかい

練習
れんしゅう

が重
かさ

なる中
なか

、怪我
け が

により参加
さ ん か

できない生徒
せ い と

も見受
み う

けられました。一生
いっしょう

懸命
けんめい

練習
れんしゅう

し準備
じゅんび

してきた

中
なか

での離脱
り だ つ

ですから無念
む ね ん

な思
おも

い、悔
くや

しい思
おも

いが渦巻
う ず ま

いていたことは容易
よ う い

に想像
そうぞう

できます。でもその中
なか

の

一人
ひ と り

の生徒
せ い と

が運動会
うんどうかい

当日
とうじつ

の朝
あさ

、学級
がっきゅう

の仲間
な か ま

に向
む

けてこう言
い

ったそうです。「骨
ほね

は折
お

れちゃったけど、

心
こころ

は折
お

れていません！」と。それを聞
き

いた学級
がっきゅう

の皆はどれだけ励
はげ

まされたことでしょうか。どれだけ

奮
ふる

い立
た

ったことでしょうか。自分
じ ぶ ん

が一番
いちばん

辛
つら

いはずなのに周囲
しゅうい

に励
はげ

ましを送
おく

れる二
に

中生
ちゅうせい

が本当
ほんとう

に素晴
す ば

ら

しいです。 
 

もう一
ひと

つは閉
へい

会式
かいしき

での出来事
で き ご と

でした。実行
じっこう

委員
い い ん

の一人
ひ と り

が閉
へい

会式
かいしき

に先頭
せんとう

で座
すわ

っていました。これまでの

様々
さまざま

な思
おも

いが込
こ

み上
あ

げてきたのでしょうか。予想
よ そ う

される結果
け っ か

に対
たい

して感情
かんじょう

が高
たか

ぶったのでしょうか。

目
め

に涙
なみだ

を浮
う

かべ、ついには肩
かた

を震
ふる

わせながら涙
なみだ

を流
なが

していました。その様子
よ う す

を察
さっ

したのは隣
となり

に座
すわ

っ

ていた別
べつ

クラスの実行
じっこう

委員
い い ん

です。そっと寄
よ

り添
そ

い、肩
かた

に手
て

を当
あ

てさすりながら声
こえ

をかけてくれます。ど

んな言葉
こ と ば

をかけてくれたのでしょう。ほどなく落
お

ち着
つ

きを取
と

り戻
もど

したようで互
たが

いに前
まえ

を向
む

き運動会
うんどうかい

を

自分
じ ぶ ん

なりに締
し

めくくっていました。 
 

「学校
がっこう

風土
ふ う ど

をより良
よ

くする。高
たか

める。」こと目標
もくひょう

にし、そのキーワードとしての「『共
きょう

学
がく

』・

『共助
きょうじょ

』・『共生
きょうせい

』の国立二中
くにたちにちゅう

」を学校
がっこう

全体
ぜんたい

として大切
たいせつ

にしながら教育
きょういく

活動
かつどう

を進
すす

めております。

紹介
しょうかい

した二人
ふ た り

の姿
すがた

から見
み

える、勇気
ゆ う き

、相手
あ い て

や仲間
な か ま

を思
おも

う優
やさ

しさや温
あたた

かさ等
など

の素晴
す ば ら

らしさとともに、

見
み

えないところで数多
かずおお

くのエピソードが生
う

まれていたことと想像
そうぞう

します。これら

の思
おも

いを受
う

け取
と

った人
ひと

が、今度
こ ん ど

は自
じ

分
ぶん

が届
とど

ける側
がわ

になる、そして広
ひろ

がることがす

べての生徒
せ い と

にとって居心地
い ご こ ち

の良
よ

い、安心
あんしん

して生活
せいかつ

することができる学校
がっこう

になるの

です。誰
だれ

かが声
こえ

をかければ次
つぎ

の瞬間
しゅんかん

からすべてが変
へん

容
よう

するというものではあり

ません。だから一人一人
ひ と り ひ と り

が大切
たいせつ

なのです。その起点
き て ん

となるのは私
わたし

たち教師
きょうし

自身
じ し ん

であり、これからも生徒
せ い と

一人一人
ひ と り ひ と り

としっかり向
む

き合
あ

いながら教育
きょういく

活動
かつどう

を進
すす

めて参
まい

ります。そして、互
たが

いを大切
たいせつ

にする、安心感
あんしんかん

のある雰囲気
ふ ん い き

が空気
く う き

のように学校
がっこう

を覆
おお

うことを願
ねが

っております。 
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旧校舎・時計台 

在りし日の運動会の様子・フォークダンス 

校章 

○ ５月２０日 開校記念日 昼の放送・生徒会から 
 

Ｓさん：みなさん、こんにちは、生徒会です。 

Ａさん：Ｔさん今日は何の日か知っていますか。 

Ｔさん：えー、なんだろう？ 成田空港開港記念日かなー？ 

Ａさん：それはそうなんだけど、今日は、この国立二中の開校記念日なんだよ。  

Ｂさん：それでは、国立二中に関するクイズを３問出題します。 

Ａさん：まず第１問。この国立二中は１９５８年に創立されました。 

では、今年で何周年になるでしょうか？ 

Ｂさん：①４８周年 ②５８周年 ③６８周年 

Ｂさん：正解は、③の６８周年です。 

Ａさん：この国立二中には６８年もの歴史があり、たくさんの先輩方がこの学校で学び、 

伝統をつないできました 

Ａさん：続いて第２問です。開校当初の生徒数は、何人だったでしょうか？ 

Ｂさん：①２４４人 ②４２４人 ③６０４人 

Ｂさん：正解は、②の４２４人です。 

Ａさん：それでは、最後の問題です。開校当初の教員の数は何人だったでしょうか？ 

Ｂさん：①１２人 ②２２人 ③３２人 

Ｂさん：正解は、①の１２人です。 

Ａさん：少ない人数の先生方で、学校を支えていたんですね。 

Ｂさん：今 、私たちが毎日学校生活を送れているのは、これまで学校を支えてくださった先生方や 

地域の方々、先輩方のおかげです。 

Ａさん：私たちも、この学校の伝統を大切にしながら、これからの歴史を作っていきましょう。 

Ｂさん：今後も、運動会や修学旅行などの様々な行事がありますが、全校生徒協力して 

頑張っていきましょう。 

 Ｓさん：以上、生徒会からの放送でした。ありがとうございました。 

 

今年度、国立第二中学校は創立６８周年を迎えます。本校は昭和３３（1958）年⒋月１日、国立町立国

立中学校分校として使用していた校地、校舎、生徒をそのまま引き継ぎ、国立町立国立第二中学校として

設置され⒋月７日に開校しました。開校記念式典を５月２０日に挙行し、同日を開校記念日と定め、校

章、校旗を制定しました。校歌は昭和３４（1959）年１１月１５日に校歌発表会を行い制定しました。校

章は、文化の象徴であるペンと、強くやさしい鳩の羽を図案化したもので、真に平和を愛し、将来に飛躍

する国立第二中学校の姿をあらわしています。校歌の歌詞には～丘みはるかす 時計台～とあります。

旧校舎に高くそびえ立つ時計台は、本校の発展を永く見守ってきました。 
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校歌３番 



１年 金工室 ２年 第二理科室 ３年 美術室 

○ 新友故歴～学年全員で創る学び多き旅～（修学旅行 ５月２３日[土]～２５[月] ３年） 
１日目は東京駅を予定通り出発し、興福寺を見学した後、奈良公園内を班別行動しました。２日目は京

都市内を電車やバスを乗り継ぎながらまわり、夜には能楽体験（能の鑑賞）を行いました。生徒による能

の実演もあり大いに盛り上がりました。３日目はタクシーによる京都市内の班別行動でした。運転手さ

んの案内で楽しくまわることができました。班ごとに京都・奈良をまわり、先人が築いてきた文化や伝統

（京都・奈良の故歴）に直に触れるだけでなく、外国の方と接することで異文化に対する理解を深めるき

っかけにもなりました。宿舎では、普段は見られない仲間の違った面に触れるなど、交流を深めることが

できました。３日間天候にも恵まれ、クラス替えした新しい級友と京都・奈良をまわり「学年全員で創る

学び多き修学旅行」となりました。 

 
〇 運動会旗づくり 
５月１４日（木）から放課後に各クラス４～５人でクラス旗づくりをしてきました。クラス旗は入場

行進や応援で使用しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
○ 瞬～みんなで創る最高の瞬間～（運動会 ６月６日[土]） 
今年のスローガンは「瞬」です。みんなで力を合わせる一瞬の輝きが一生の思い出になってほしいとい

う願いが込められています。運動会は競技に出て活躍することだけが全てではなく、運動が苦手でも、係

の仕事やクラス旗づくりに関わったり、運動会の成功に向けて準備から本番まで、一人一人がみんなの

ためにできることを一体となって取り組んできました。熱中症予防対策として昨年に引き続き生徒席を

覆うテントを１２張り、係生徒のテントを４張り、給水所としてテントを３張り設営しました。これまで

男子選抜、女子選抜で行ってきました学級対抗リレーを学級混合対抗リレーに変更し、競技時間を短縮

しました。運動会の競技は結果が全てではなく、その取組の過程（プロセス）が大切です。競技に違反が

なく、応援も含めフェアなプレーをしたクラスの表彰を行いました。保護者・地域の皆様と共に生徒一人

一人が、みんなで創る最高の瞬間を過ごしました。多くの保護者や地域の皆様に御参観いただき、また、

ＰＴＡ役員の皆様には、受付・接待をはじめ、給水所の準備・飲料提供など、シルバー人材センターの

方々には自転車の誘導・整理など、幅広く御協力いただきありがとうございました。 

 

Ａ組 美術室 

５月１５日 朝礼での 

実行委員長の挨拶 



受付の様子 オープニング クラス旗披露 選手宣誓 

準備体操 生徒席のテント 給水所 大繩 1 年・Ａ組 

エネルギー×コア 

２年 

大ムカデ ３年 男女混合 

学級対抗リレー 

 

 

 

 

 

 

【表 彰】 

 ◇卓球部 第４回北多摩西地区卓球大会 男子団体 第５位  

 ◇剣道部 令和８年度春季剣道大会 中学生女子の部 第３位 ２年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の予定 
15㈪ 避難訓練  

   大学生学校体験学習始 

16㈫ (３)高校の授業体験 

18㈭ （全）歯科検診 （２）がん教育講演会 

   ＳＣ相談日 

19㈮ 大学生学校体験学習終 ＳＣ相談日 

24㈬ 期末考査①（数学・理科・美術）  

給食なし 

25㈭ 期末考査②（英語・保体・技家）   

給食なし 

26㈮ 期末考査③（社会・国語・音楽）  

給食なし 

29㈪ （２・３）復習確認テスト 

30㈫ （全）食育授業 

 

◇英語モジュール  

15㈪～23㈫［17㈬、22㈪を除く］ 

 

 

７月の予定 
１㈬ ＳＣ相談日 

３㈮ 朝礼 安全指導日 一斉委員会  

ＳＣ相談日 

学校運営協議会 

６㈪ （１）交通安全教室 （３）租税教室 

   カジュアルウィーク始 

７㈫ （１・２）保護者会 

８㈬ 国立市教育委員会訪問 ＳＣ相談日 

９㈭ (１) ＳＯＳの出し方授業    

10㈮  かがやき授業終  

(３）進路説明会 ＳＣ相談日 

13㈪ 避難訓練 

14㈫ ＳＣ相談日 

15㈬ カジュアルウィーク終 

16㈭ ＳＣ相談日 

17㈮ 終業式 

 

◇数学モジュール  

２㈭～10㈮［３㈮、８㈬を除く］ 

閉会のことば 



 


